





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Literature and the “Rivalry Betw
een the Sexes” : O
n Tam
ura Toshiko’s “Ikichi”(Life Blood)   
 
 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































oire de la terre
」『VACARM
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」The Position of Speech concerning O
kinaw
a　
司
会
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
 
（
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
タ
イ
フ
ー
ン2004 in 
沖
縄　
於
：
琉
球
大
学
）
二
〇
〇
四
年
七
月
九
日
7 
「
宮
本
百
合
子
作
品
に
み
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
揺
ら
ぎ
―
―
「
咲
き
揃
う
女
／
母
」
の
表
象
を
め
ぐ
っ
て
」
 
（
第
一
二
九
回
シ
マ
研
究
会
発
表
会　
発
表　
於
：
沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所
）
二
〇
〇
四
年
七
月
十
二
日
8 
「
咲
き
揃
う
女
／
母
／
労
働
者
―｢
道
標｣
期
前
後
の
宮
本
百
合
子
テ
キ
ス
ト
に
見
る
女
性
表
象
」
（
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 
プ
ロ
ジ
ェ
 
ク
ト
A1 
労
働
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化 
パ
ー
ト
3 
ア
ン
ペ
イ
ド
・
ワ
ー
ク　
2004　
於
：
立
命
館
大
学
）
二
〇
〇
四
年
十
二
月
十
三
日
9 
「
沖
縄
国
際
大
学　
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
沖
国
大
が
ア
メ
リ
カ
に
占
領
さ
れ
た
日
―
８
・１
３
米
軍
ヘ
リ
墜
落
事
件
と
住
民
の
「
知
る
 
権
利
」
～
地
域
と
大
学
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
～　
司
会
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」（
於
：
沖
縄
国
際
大
学
）
二
〇
〇
五
年
五
月
七
日
10 
「〈
Ｙ
・
Ｙ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
〉
と
い
う
絆
―
宮
本
百
合
子
・
湯
浅
芳
子
の
往
復
書
簡
に
み
る
女
性
同
士
の
共
同
性
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
 
（
日
本
近
代
文
学
会　
11
月
例
会　
於
：
上
智
大
学
）
二
〇
〇
八
年
十
一
月
二
十
二
日
11 
「
尾
崎
翠
と
少
女
た
ち
の
時
空
」（
尾
崎
翠
フ
ォ
ー
ラ
ム2006in
鳥
取　
於
：
鳥
取
県
民
文
化
会
館
）
二
〇
〇
六
年
七
月
八
日
12 
「
吉
屋
信
子
と
少
女
た
ち
の
地
下
同
盟
―
〈
黒
薔
薇
〉
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
戦
略
」（
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究  
 
会　
於
：
同
志
社
大
学
）
二
〇
一
六
年
三
月
六
日
- 14 -
13 
「
言
葉
と
被
傷
性
─
─
ク
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
現
在
と
文
学
研
究　
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
」（
日
本
近
代
文
学
会
一
一
月
例
会　
  
 
於
：
成
蹊
大
学
）
二
〇
一
六
年
十
一
月
二
十
六
日
14　
「
田
村
俊
子
と
『
女
声
』
の
周
辺
―
日
中
戦
争
下
の
文
学
の
比
較
・
交
流
研
究
」（
第
三
九
回
南
島
文
化
市
民
講
座　
二
〇
一
七
年
度 
 
協
定
校
間
国
際
学
術
交
流
講
演
会　
於
：
沖
縄
国
際
大
学
）　
二
〇
一
七
年
十
二
月
九
日
15 
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
抗
う
−
女
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
そ
し
て
文
学
を
め
ぐ
る
対
話
」　
松
浦
理
英
子
を
め
ぐ
る
対
話
−
『
親
指  
 
P
の
修
行
時
代
』
と
そ
の
後
の
旅
」（YoRAP
プ
ロ
グ
ラ
ムICU
　
於
：
国
際
基
督
教
大
学
）
二
〇
一
八
年
三
月
四
日
16 
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
崎
山
多
美
〈
現
代
沖
縄
文
学
の
た
く
ら
み
〉　
司
会
」（
日
本
社
会
文
学
会
秋
季
大
会　
於
：
沖
縄
国
際
大
学
）  
 
二
〇
一
八
年
十
一
月
十
日
17 
「
朱
彩
雲
〈
田
村
（
佐
藤
）
俊
子
の
上
海
・
北
京
・
南
京
−1938
年
12
月
～1942
年
5
月
ま
で
〉　
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
」（
植 
 
 
民
地
文
学
会
・ 
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
植
民
地
と
し
て
の
女
性
」　
於
：
早
稲
田
大
学
）
二
〇
一
九
年
七
月
七
日
18 
「
稲
福
日
出
夫
「
厳
密
で
な
い
学
問
の
価
値
」
に
つ
い
て
−
最
終
講
義
ノ
ー
ト
を
も
と
に
−　
司
会
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
」
 
（
第
二
〇
七
回
シ
マ
研
究
会　
於
：
沖
縄
国
際
大
学　
南
島
文
化
研
究
所
会
議
室
）
二
〇
一
九
年
一
月
二
十
一
日
19 
文
部
科
学
研
究
費
に
お
け
る
基
盤
研
究
B　
「
ア
メ
リ
カ
占
領
下
に
お
け
る
沖
縄
文
学
の
基
礎
的
研
究
」（
共
同
研
究
）　
琉
球
大
学
　
 
仲
程
昌
徳
（
研
究
代
表
）　
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
五
年
Ⅶ　
講
演
・
社
会
活
動
な
ど
1 
『
ひ
か
り
ぐ
る
ま
』
編
集
・
発
行　
創
刊
号
（
一
九
七
八
年
四
月
五
日
）、
秋
季
号
（
一
九
七
八
年
九
月
一
日
）
2 
「
逆
光
の
『
智
恵
子
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
東
京
都
国
立
市
公
民
館
・
市
民
講
座
）
一
九
八
六
年
六
月
3 
「
文
学
作
品
に
お
け
る
性
の
荒
野
」（
大
阪
府
立
婦
人
会
館
女
性
学
講
座
「
性
の
研
究
会
」
第
7
回
講
師
）
一
九
八
六
年
十
二
月
十
三  
 
日
- 15 -
4 
那
覇
市
「
働
く
婦
人
の
家
」
女
性
学
講
座
講
師
（
於
：
那
覇
市
働
く
婦
人
の
家
）
一
九
八
九
年
九
月
～
一
九
九
一
年
三
月
5 
那
覇
市
女
性
学
専
門
委
員
会
委
員
（
於
：
那
覇
市
役
所
）
一
九
九
〇
年
五
月
～
一
九
九
二
年
三
月
６ 
「『
女
声
』
と
そ
の
周
辺
―
日
中
十
五
年
戦
争
下
の
文
学
の
比
較
・
交
流
研
究
」（「
世
界
の
中
の
女
性
」
沖
縄
県
人
材
育
成
財
団
国
外  
 
派
遣
員
の
研
究
報
告　
於
：
那
覇
市
働
く
婦
人
の
家
）
一
九
九
三
年
三
月
７ 
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
占
領
と
文
学
』
実
行
委
員
（
日
本
社
会
文
学
会
主
催　
於
：
沖
縄
タ
イ
ム
ス
ホ
ー
ル
ほ
か
）
一
九
九
一
年
 
十
一
月
十
六
日
～
十
七
日
８ 
新
沖
縄
文
学
賞　
第
一
次
選
考
委
員
・
選
評
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）
一
九
九
四
年
～
二
〇
〇
一
年
９ 
「
オ
ト
メ
の
身
体
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
那
覇
市
首
里
図
書
館　
第
四
八
回
読
書
週
間
「
講
演
と
ビ
デ
オ
の
集
い
」）
一
九
九
四
年
十
一  
 
月
10 
「
近
代
女
性
作
家
の
戦
略
と
戦
術
」（
沖
縄
国
際
大
学
公
開
講
座
「
女
性
研
究
の
展
望
と
期
待
」　
於
：
沖
縄
国
際
大
学
）
一
九
九
五  
 
年
六
月
十
七
日
11 
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
男
と
女
の
『
自
立
と
共
生
』」（
沖
縄
女
子
短
期
大
学
公
開
講
座
パ
ネ
リ
ス
ト　
於
：
沖
縄
女
子
短
期
大
学
） 
 
 
一
九
九
七
年
十
二
月
二
十
日
12 
「
性
役
割
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」（
宜
野
湾
市
主
催
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
女
と
男
―
新
し
い
生
き
方
を
求
め
て
―
」 
パ
ネ
リ
ス
ト
）
一
九
九
八
年  
 
一
月
二
六
日
13 
「
小
説
・
映
画
か
ら
ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
（
男
同
士
の
絆
と
権
力
関
係
）
の
表
象
に
つ
い
て
考
え
る
」（
於
：
沖
縄
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
 
て
ぃ
る
る
）
二
〇
〇
四
年
二
月
三
日
14 
「
シ
マ
コ
ト
バ
の
文
体
戦
略
を
考
え
る
―
崎
山
多
美
の
「
ゆ
ら
て
ぃ
く　
ゆ
り
て
ぃ
く
」
を
〈
ゆ
ん
た
く
ひ
ん
た
く
〉
読
み
な
が
ら
」
 
（
北
中
城
じ
ん
ぶ
ん
大
学
・
第
三
九
回
講
座　
於
：
大
城
公
民
館
）
二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
八
日
- 16 -
